
Cisco Unified Communications Manager 
Express 8.0 DnD 機能ボタンと MeetMe 会
議のロック解除のサポート（SCCP）
Cisco Unified Communications Manager Express 8.0 Support for DnD 
Feature Button and Unlocked MeetMe Conference (SCCP)

このドキュメントでは、Cisco Unified Communications Manager Express 8.0（Cisco Unified CME）
の SCCP IP Phone 用 Do Not Disturb（DnD; サイレント）機能ボタンと MeetMe 会議ブリッジのロッ

ク解除のサポートについて説明しています。

機能情報の検索
ご使用のソフトウェア リリースが、このモジュールで説明している機能の一部をサポートしていない

場合があります。機能に関する最新の情報と警告を確認するには、ご使用のプラットフォームおよびソ

フトウェア リリースのリリース ノートを参照してください。このモジュールで説明している機能に関

する情報と、各機能をサポートしているリリースのリストを確認するには、「Cisco Unified CME 8.0 の機

能情報」（P.10）を参照してください。

プラットフォームのサポートおよび Cisco IOS ソフトウェア イメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigator を使用します。Cisco Feature Navigator には、

http://www.cisco.com/go/cfn からアクセスしてください。Cisco.com のアカウントは必要ありません。

【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意

（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。

本書は、米国シスコシステムズ発行ドキュメントの参考和訳です。

米国サイト掲載ドキュメントとの差異が生じる場合があるため、

正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。

また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、

弊社担当者にご確認ください。

www.cisco.com/jp/go/safety_warning/
http://www.cisco.com/go/cfn
http://www.cisco.com/go/cfn
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内容
• 「Cisco Unified CME 8.0 の前提条件」（P.2）

• 「SCCP CUCME の DnD 機能ボタンと MeetMe 会議ブリッジのロック解除に関する情報」（P.2）

• 「Cisco Unified CME で DnD 機能ボタンを設定する方法」（P.4）

• 「Cisco Unified CME で表示の無制限を設定する方法」（P.5）

• 「Cisco Unified CME で after-hour login http を設定する方法」（P.6）

• 「参考資料」（P.8）

• 「Cisco Unified CME 8.0 の機能情報」（P.10）

Cisco Unified CME 8.0 の前提条件
• Cisco Unified CME 8.0

• Cisco IOS Release 15.1(1)T

制約事項
• ユーザが単一回線または二重回線モードで DN モードを設定すると、すべてのフォールバック DN 

に対する設定済みの DN モードがサポートされます。

• max-dn XX dual-octo または max-dn XX octo を設定すると、新しい Cisco Unified 6921、6941 
および 6961 IP Phone に関連付けられたすべての DN に二重回線 DN モードが適用されます。

• CME-as-SRST では、ユーザが srst dn line-mode dual-octo または srst dn line-mode octo-line を
設定する場合、Cisco Unified 69xx シリーズの IP Phone に関連付けられた SRST 取得済みのすべ

ての DN に二重回線 DN モードが適用されます。

• SRST および CME-as-SRST では、Cisco Unified 6921、6941 および 6961 IP Phone に関連付けら

れた DN に huntstop channel が適用されます。

• Cisco Unified Communications Manager Express モードの Cisco Unified IP Phone モデル 6921、
6941 および 6961 では、1 つのボタンにつき 1 コールだけがサポートされます。Cisco Unified IP 
Phone 6921、6941 および 6961 の DN は二重回線 DN として設定し、その DN でハントストップ 
チャネルを設定することをお勧めします。この DN の 2 番目のチャネルは、コール転送または会議

だけに使用できます。ボタン c（コール ウェイティング オーバーレイ）および x（拡張 /オーバー

フロー）は、Cisco Unified 6921、6941 および 6961 IP Phone ではサポートされていません。

• SRST で call-forward busy が call-manager-fallback の下でグローバルに設定されている場合、

電話機の複数のボタンに割り当てられた同じ内線番号で設定されたフォールバック DN の最後のメ

ンバだけに、call-forward busy が適用されます。フォールバック DN が一意の場合は、

call-forward busy が適用されます。

SCCP CUCME の DnD 機能ボタンと MeetMe 会議ブリッジのロック解除
に関する情報

DnD 機能ボタンと MeetMe 会議ブリッジのロック解除を Cisco Unified CME 8.0 で設定するには、次

の概念を理解する必要があります。
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• 「DnD 機能ボタン」（P.3）

• 「MeetMe 会議のロック解除」（P.3）

DnD 機能ボタン 
Cisco Unified CME 8.0 では、新しい DnD 機能ボタンのサポートが追加されています。DnD 機能ボタ

ンを使用すると、DnD ソフト キーを使用する代わりに、回線ボタンにサイレント機能を設定できま

す。電話機がアイドル状態のときにこのボタンを押すと、DnD 機能をイネーブルまたはディセーブル

にできます。電話機で hunt-group logout dnd が設定されている場合、この機能ボタンは Hunt Log
（HLog）ボタンとしても使用できます。HLog ボタンとして使用している場合、このボタンを押すと 
DnD がアクティブまたは非アクティブになります。DnD 機能がイネーブルな場合は LED がオンにな

り、ディセーブルな場合は LED がオフになります。

MeetMe 会議のロック解除

Cisco Unified CME 8.0 では、MeetMe 会議のロック解除のサポートが追加されています。

Cisco Unified CME で MeetMe 会議ブリッジのロックを解除すると、ユーザは MeetMe ソフト キーを

押さずに MeetMe 会議を開始できるため、外部発信者も MeetMe 会議を開始できるようになります。

（注） MeetMe 会議のロック解除を設定するには、同じ番号に関連付けられたすべての ephone-dn タグで、

ロック解除オプションを設定する必要があります。ロック解除オプションを設定していない ephone-dn 
タグがあると、MeetMe 会議のロック解除が正しく機能しない場合があります。

表示の無制限

Cisco Unified CME 8.0 では、メッセージ表示の無制限（unrestricted message display）のサポートが

追加されています。このコマンドにより、ephone のメッセージ表示オプションを記述する一連の属性

を定義できます。

after-hour login http

Cisco Unified CME 8.0 では、after-hour login http のサポートが追加されています。これにより、発信

先番号がコール ブロッキング期間中の定義済み番号パターンと一致するかどうかにかかわらず、

after-hour ブロックを解除してコールを発信できます。

ユーザが after-hour login http コマンドを設定すると、現在のログイン操作が少し変更されます。

after-hour login のメカニズムは、現在のモデルに存在する一部の User Interface（UI; ユーザ インター

フェイス）制限のために改良されています。

回線ボタンの設定 
Cisco Unified 69xx シリーズ IP Phone では、最初のボタンを常に回線ボタンとして設定します。最初

のボタンが回線ボタンとして設定されないと、電話機にタイトルとプライマリ番号が表示されません。

Cisco Unified 6941 または 6961 ephone は「button 2:1」として設定されます。
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1 ボタンの最大コール数

Cisco Unified Communications Manager Express モードの Cisco Unified IP Phone モデル 6921、6941 
および 6961 では、1 つのボタンにつき 1 コールだけがサポートされます。Cisco Unified IP Phone 
6921、6941 および 6961 の DN は二重回線 DN として設定し、その DN でハントストップ チャネルを

設定することをお勧めします。この DN の 2 番目のチャネルは、コール転送または会議だけに使用でき

ます。

Cisco Unified 7931 IP Phone では、1 つのボタンにつき 2 コールだけがサポートされます。Cisco 
Unified 7931 IP Phone で max-calls-per-button を 3 コール以上に設定しようとすると、その 
max-calls-per-button の設定は失敗します。

Cisco Unified CME で DnD 機能ボタンを設定する方法
このセクションでは、次のタスクについて説明します。

• 「Cisco Unified CME での DnD 機能ボタンの設定」（P.4）

Cisco Unified CME での DnD 機能ボタンの設定

SCCP CUCME で DnD 機能ボタンを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. ephone phone-tag 

4. feature-button tag {dnd | privacy} 

5. end

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：

Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：

Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 ephone phone-tag 

例：

Router(config)# ephone 6 

ephone コンフィギュレーション モードを開始します。

• phone-tag - 設定タスク中この ephone を特定する一意

のシーケンス番号。ephone の最大数はバージョンや

プラットフォームによって異なります。? を入力する

と 範囲が表示されます。
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例

ephone  1
 feature-button 1 Dnd
 feature-button 2 Privacy
 mac-address 0017.E03F.B1E8
 type 7961

Cisco Unified CME で表示の無制限を設定する方法
このセクションでは、次のタスクについて説明します。

• 「Cisco Unified CME での表示の無制限の設定」（P.5）

Cisco Unified CME での表示の無制限の設定

SCCP CUCME で表示の無制限を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. ephone phone-type 

4. unrestricted-display

5. end

手順の詳細

ステップ 4 feature-button <tag> [feature id] 

例：

Router(config-ephone)# feature-button 1 dnd 

機能ボタンを定義します。

• tag - 機能ボタンの番号。

• feature id - 機能の名前。dnd または privacy です。

ステップ 5 end

例：

Router(config-ephone)# end 

特権 EXEC モードに戻ります。

コマンドまたはアクション 目的

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：

Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：

Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。
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例

Router#en
Router#configure terminal
Router(config)# ephone-type ABC
Router(config-ephone-type)# unrestricted-display

Cisco Unified CME で after-hour login http を設定する方法
このセクションでは、次のタスクについて説明します。

• 「Cisco Unified CME での表示の無制限の設定」（P.5）

Cisco Unified CME での after-hour login http の設定

SCCP CUCME で after-hour login http を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. ephone phone-tag

4. Pin

5. after-hour login http

6. end

ステップ 3 ephone phone-type 

例：

Router(config)# ephone-type ABC

ephone-type コンフィギュレーション モードを開始します。

• phone-type - イーサネット電話機のタイプを定義します。

ステップ 4 unrestricted-display

例：

Router(config-ephone-type)# 
unrestricted-display 

ephone のメッセージ表示オプションを記述する一連の属

性を定義します。

ステップ 5 end

例：

Router(config-ephone)# end 

特権 EXEC モードに戻ります。

コマンドまたはアクション 目的
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手順の詳細

例

Router(config)# ephone 6
Router(config-ephone)# mac 00e0.8646.9242
Router(config-ephone)# button 1:33
Router(config-ephone)# Pin 123
Router(config-ephone)# after-hour login http

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：

Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：

Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 ephone phone-tag 

例：

Router(config)# ephone 6 

ephone コンフィギュレーション モードを開始します。

• phone-tag - 設定タスク中この ephone を特定する一意

のシーケンス番号。ephone の最大数はバージョンや

プラットフォームによって異なります。? を入力する

と 範囲が表示されます。

ステップ 4 Pin

例：

Router(config-ephone-type)#pin 123

IP Phone からの発信コールのブロックを解除する番号パ

ターンを定義します。

ステップ 5 after-hout login http

例：

Router(config-ephone-type)#after-hour login 
http

IP Phone からの発信コールのブロックを解除します。

ステップ 6 end

例：

Router(config-ephone)# end 

特権 EXEC モードに戻ります。
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参考資料
ここでは、Cisco Unified CME に関する参考資料について説明します。

関連ドキュメント

規格

MIB

RFC

関連トピック ドキュメントのタイトル

Cisco Unified CME の設定 • Cisco Unified Communications Manager Express System 
Administrator Guide

• Cisco Unified Communications Manager Express Command 
Reference

Cisco Unified CME のネットワーク設計 • Cisco Unified CallManager Express Solution Reference 
Network Design Guide

Cisco IOS 音声設定 • Cisco IOS Voice Configuration Library

• Cisco IOS Voice Command Reference

Cisco Unified CME の電話機に関するドキュメンテー

ション

• User Documentation for Cisco Unified IP Phones

規格 タイトル

この機能でサポートされる新しい規格または変更され

た規格はありません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

—

MIB MIB リンク

この機能でサポートされる新しい MIB または変更さ

れた MIB はありせん。また、既存の MIB に対するサ

ポートに変更はありません。

選択したプラットフォーム、Cisco IOS リリース、フィーチャ セッ

トの MIB の場所を検索してダウンロードするには、次の URL にあ

る Cisco MIB Locator を使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

RFC タイトル

この機能でサポートされる新しい RFC または変更さ

れた RFC はありません。また、既存の RFC に対する

サポートに変更はありません。

—

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/admin/configuration/guide/cmeadm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/command/reference/cme_cr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/command/reference/cme_cr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/srnd/design/guide/cmesrnd.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/srnd/design/guide/cmesrnd.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_3/vvf_c/cisco_ios_voice_configuration_library_glossary/vcl.htm
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/voice/command/reference/vr_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/ip_phones/roadmap/cucme_phone_roadmap.html
http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカル サポート

説明 リンク

Cisco Support Web サイトでは、ドキュメンテーショ

ンやツールなどのオンライン リソースを利用して、ト

ラブルシューティングやシスコ製品およびテクノロ

ジーに関する技術上の問題の解決に役立てられます。

以下を含むさまざまな作業にこの Web サイトが役立

ちます。

テクニカル サポートを受ける

ソフトウェアをダウンロードする

セキュリティの脆弱性を報告する、またはシスコ製品

のセキュリティ問題に対する支援を受ける

ツールおよびリソースへアクセスする 

Product Alert の受信登録 

Field Notice の受信登録 

Bug Toolkit を使用した既知の問題の検索 

Networking Professionals（NetPro）コミュニティで、

技術関連のディスカッションに参加する 

トレーニング リソースへアクセスする 

TAC Case Collection ツールを使用して、ハードウェ

アや設定、パフォーマンスに関する一般的な問題をイ

ンタラクティブに特定および解決する

Japan テクニカル サポート Web サイトでは、

Technical Support Web サイト 
（ http://www.cisco.com/techsupport ）の、利用頻度の

高いドキュメントを日本語で提供しています。Japan 
テクニカル サポート Web サイトには、次のURLから

アクセスしてください。
http://www.cisco.com/jp/go/tac

http://www.cisco.com/techsupport 

http://www.cisco.com/public/support/tac/home.shtml
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Cisco Unified CME 8.0 の機能情報
表 1 に、この機能のリリース履歴を示します。

すべてのコマンドが、ご使用の Cisco IOS ソフトウェア リリースで使用できるとは限りません。特定

コマンドのリリース情報については、コマンド リファレンスのドキュメンテーションを参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェア イメージのサポートに関する情報を検索するには、

Cisco Feature Navigator を使用します。Cisco Feature Navigator を使用すると、特定のソフトウェア リ
リース、フィーチャ セット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOS ソフトウェア イメー

ジを判別できます。Cisco Feature Navigator には、http://www.cisco.com/go/cfn からアクセスしてくだ

さい。Cisco.com のアカウントは必要ありません。

（注） 表 1 に、特定の Cisco IOS ソフトウェア リリース群に含まれる特定の機能について、そのサポートが

最初に導入されたリリースだけを示します。特に明記されている場合を除いて、該当する Cisco IOS ソ
フトウェア リリース群では、後続のリリースでもその機能がサポートされます。
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表 1 Cisco Unified CME 8.0 の機能情報

機能名 リリース 機能情報

Cisco Unified CME 8.0 15.1(1)T DnD 機能ボタンと MeetMe 会議ブリッジのロック解除の

サポートが追加されました。

http://www.cisco.com/go/cfn
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